
愛知県板金エ業組合
発行広報委員会
名古屋市昭和区北山町
３－８－６〒466-0006

電話052-732-1226

板(1)平成１５年３月１５日 第３８０号

即
日
に
開
催
す
る
。

⑤
全
板
函
館
大
会
に
つ
い
て

全
板
連
か
ら
参
加
募
集
期

限
の
変
更
通
知
が
あ
り
、
そ

れ
に
よ
り
県
板
申
込
期
限
も

２
月
肥
日
に
変
更
し
た
。

⑥
特
別
会
員
制
度
に
つ
い
て

あ
ら
た
に
こ
の
制
度
が
作

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

規
約
と
趣
意
害
が
示
さ
れ
た
。

規
約
を
抜
粋
す
る
と

（
目
的
）
建
築
板
金
に
関
連

す
る
技
術
の
発
展
と
高
度
化
、

材
料
・
部
材
の
進
歩
と
多
様

化
に
伴
い
、
愛
知
県
板
金
工

業
組
合
の
構
成
員
に
、
関
連

す
る
事
業
者
を
特
別
会
員
と

し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の

緊
密
な
連
帯
の
も
と
相
互
に

情
報
・
意
見
の
交
換
を
行
い
、

転
変
す
る
情
勢
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
斯
業
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

（
事
業
）
特
別
会
員
は
次
の

事
業
に
参
与
す
る
。

①
理
事
長
よ
り
要
請
に
よ
る

各
委
員
会
へ
の
参
加

②
官
公
庁
並
び
に
各
種
公
的

調
査
機
関
等
か
ら
の
諮
問
。

調
査
へ
の
協
力

③
当
組
合
に
よ
り
官
公
庁
等

へ
の
建
議
・
陳
情
等
に
つ
い

て
の
協
力

④
情
報
交
換
・
助
言
等
に
関

し
て
の
理
事
会
等
の
出
席

⑤
通
常
総
会
・
臨
時
総
会
へ

の
出
席

⑥
新
製
品
発
表
。
勉
強
会
・

研
修
会
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加

⑦
そ
の
他
、
前
条
の
目
的
達

成
の
た
め
に
必
要
な
事
業
へ

の
参
加

（
会
費
）
年
間
費
は
１
口
３

万
円
以
上
と
し
、
口
数
は
本

組
合
と
協
議
の
上
決
定
す
る
。

、
そ
の
他

・
フ
ァ
イ
ン
ス
チ
ー
ル
の
普
及

フ
ァ
イ
ン
ス
チ
ー
ル
と
は

新
た
に
作
ら
れ
た
名
称
で
、

従
来
の
カ
ラ
ー
鉄
板
・
塗
装

鋼
板
の
こ
と
で
あ
る
。
大
阪

府
板
が
府
板
名
入
り
の
チ
ラ

シ
を
作
っ
た
。
そ
の
費
用
は

日
鉄
鋼
板
関
係
団
体
が
負
担

し
た
。
愛
知
県
板
も
同
様
な

チ
ラ
シ
を
作
る
事
に
な
っ
た
。

。
「
水
た
ま
く
ん
」
商
品
説
明

取
扱
店
三
井
商
会
㈱

皿
個
（
箱
な
し
）
３
万
１
千
円

（
箱
入
り
）
３
万
３
千
５
百
円

・
青
年
部
よ
り
報
告

現
在
の
部
員
数
は
廻
支
部

皿
名
で
あ
る
が
、
尾
張
と
名

古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
青
年
部

の
な
い
支
部
が
多
い
の
で
、

青
年
部
の
立
上
げ
に
協
力
し

て
ほ
し
い
。

青
年
部
の
総
会
を
４
月
旧

日
に
一
宮
市
勤
労
福
祉
会
館

で
開
催
す
る
。

以
上
で
す
べ
て
の
議
事
が

終
了
し
５
時
に
閉
会
し
た
。高
橋

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｊ
ｊ
ｊ
！

Ⅲ
年
度
第
３
回
理
事
会
が

２
月
加
日
午
後
３
時
よ
り
県

板
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
訂
名
、
欠
席
者
が
加

名
で
あ
っ
た
。
村
上
理
事
長

が
挨
拶
し
た
後
た
だ
ち
に
議

事
に
入
っ
た
。

川
委
員
長
報
告
に
つ
い
て

（
総
務
委
員
会
）

全
板
函
館
大
会
参
加
に
つ

い
て
説
明

（
広
報
委
員
会
）

年
間
ｕ
回
機
関
紙
「
愛
板
」

を
発
行
し
て
お
り
、
⑫
月
を

除
く
毎
月
末
近
く
に
編
集
会

議
を
開
い
て
い
る
。
毎
月
各

支
部
及
び
青
年
部
の
活
動
を

「
愛
板
」
に
掲
載
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
報
告
書
を
担
当
広

報
委
員
（
東
三
支
部
松
浦
）

ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
期
限
内
に
返

信
し
て
ほ
し
い
。

「
全
板
新
聞
」
「
愛
板
」
が

愛

で
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
村
上
理
事

長
は
次
の
様
に
述
べ
た
。

「
先
日
開
か
れ
た
中
板
協
常

任
理
事
会
で
、
愛
知
県
板
と

し
て
は
、
こ
の
納
入
期
限
ま

で
に
は
納
入
で
き
な
い
旨
の

意
見
を
述
べ
た
が
理
解
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
。
結
論
的
に

は
全
板
連
総
会
で
決
定
さ
れ

た
事
項
で
あ
る
の
で
、
今
更

覆
す
こ
と
は
出
来
ず
、
こ
れ

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
月
開
催
予
定
の
次
回
理
事

会
で
負
担
金
の
徴
収
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
の
で
、

各
支
部
で
方
法
を
考
え
て
ほ

し
い
。
」

③
県
板
賦
課
金
値
上
げ
に
つ

い
て
唄
月
肥
日
開
催
さ
れ
た
常

務
理
事
会
に
お
い
て
月
額
３

百
円
の
値
上
げ
案
が
了
承
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
う
け
て

本
理
事
会
に
提
案
さ
れ
た
と

こ
ろ
、
反
対
意
見
は
無
く
承

認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
過

年
度
賦
課
金
は
月
額
２
千
３

百
円
と
し
、
年
額
２
万
７
千

６
百
円
に
決
定
し
た
。

４
２
０
０
５
年
全
板
愛
知
大

会
日
程
に
つ
い
て

前
夜
祭
帖
年
５
月
恥
日
附

会
場
は
名
古
屋
市
内
の
ホ
テ

ル
を
予
定

大
会
妬
年
５
月
即
日
勘

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ど
や

第
１
回
実
行
委
員
会
を
２
月

支
部
に
届
い
た
ら
、
す
み
や

か
に
組
合
員
に
配
布
し
て
も

ら
い
た
い
。

（
技
術
研
究
委
員
会
）

昨
年
、
委
員
７
名
が
雨
水

活
用
の
勉
強
で
埼
玉
県
の
平

野
工
業
を
訪
問
し
た
。

今
後
の
活
動
と
し
て
施
工

図
の
マ
ー
ー
ュ
ァ
ル
化
を
し
た

い
Ｏ
（
技
能
委
員
会
）

岨
年
度
の
技
能
検
定
試
験

の
説
明
会
が
３
月
４
日
開
か

れ
る
。
受
験
希
望
者
を
知
ら

せ
て
ほ
し
い
。

（
厨
房
空
調
委
員
会
）

聡
年
２
月
３
日
～
６
日
に

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
る
空
調
機
械
展
を
見
学

す
る
予
定
で
あ
る
。

（
経
営
対
策
委
員
会
）

来
年
か
ら
名
古
屋
高
速
道

路
も
別
納
シ
ス
テ
ム
が
利
用

で
き
る
の
で
高
速
別
納
シ
ス

テ
ム
へ
の
加
入
を
促
進
し
た

い
Ｏ

雨
水
利
用
の
ア
イ
デ
ア
商

品
で
あ
る
「
水
た
ま
く
ん
」

の
販
売
に
協
力
す
る
。
県
板

に
１
個
に
つ
き
一
五
○
円
の

一
戻
金
が
あ
る
。

（
保
証
委
員
会
）

理
年
度
の
「
再
講
習
会
」

を
２
月
９
日
に
岡
崎
技
術
工

学
院
で
行
っ
た
。
胆
年
度
は

資
格
講
習
会
を
開
く
予
定
で

あ
る
。保
証
書
の
発
行
件
数
で
は

全
国
第
２
位
で
あ
る
が
、
申

請
者
数
は
少
な
い
の
で
、
１

事
業
所
１
件
は
申
請
し
て
ほ

し
い
。

（
厚
生
委
員
会
）

県
板
共
済
の
加
入
状
況
は

１
月
現
在
で
肥
事
業
所
が
新

規
加
入
し
約
４
％
向
上
し
た
。

目
標
は
印
％
で
あ
る
の
で
今

後
も
加
入
を
勧
め
て
ほ
し
い
。

又
、
国
民
年
金
基
金
へ
の
加

入
も
勧
め
て
ほ
し
い
。

②
全
板
連
新
板
金
会
館
建
設

負
担
金
に
つ
い
て

ｎ
月
羽
日
の
全
板
連
臨
時

総
会
に
て
１
事
業
所
１
万
３

千
円
の
負
担
を
す
る
事
が
決

議
さ
れ
た
。
そ
の
議
決
経
過

と
他
都
府
県
板
の
取
組
み
状

況
等
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

納
入
方
法
は
妬
年
９
月
帥
日

ま
で
に
１
万
円
納
入
。
残
り

３
千
円
は
肥
年
３
月
別
日
ま
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福
島
と
近
代
建
築
の
粋
を
結

集
し
た
会
場
に
比
べ
る
と

「
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ど
や
」
は

今
一
と
は
思
う
が
、
効
率
性

と
会
場
経
費
が
前
者
の
約
半

額
で
済
む
事
が
、
最
低
の
経

済
不
況
の
中
で
は
何
よ
り
で

あ
る
。つ
づ
い
て
前
夜
祭
会
場
を

選
定
す
る
た
め
Ｊ
Ｒ
名
古
屋

駅
の
ツ
イ
ン
ビ
ル
の
中
に
あ

る
ホ
テ
ル
の
宴
会
場
を
下
見

し
た
。
前
夜
祭
会
場
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
錦
支
店
に
四
社

か
ら
見
積
を
取
る
よ
う
依
頼

中
で
出
し
だ
い
審
議
し
て
内

定
と
な
る
。

平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日

常
務
理
事
会
を
開
き
、
大

会
日
程
、
会
場
等
の
方
針
を

承
認
。
会
場
使
用
申
込
み
は

受
付
期
日
が
ま
だ
先
の
た
め

仮
申
請
し
た
。

砺
全
板
愛
知
大
会
日
程

平
成
十
七
年
五
月
二
十
五
日

準
備
コ
マ
作
り

平
成
十
七
年
五
月
二
十
六
日

準
備
搬
入
・
設
営

平
成
十
七
年
五
月
二
十
六
日

前
夜
祭
市
内
ホ
テ
ル

平
成
十
七
年
五
月
二
十
七
日

全
板
大
会
終
了
後
搬
出

大
会
会
場

「
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ど
や
」

（
金
城
埠
頭
）

平
成
十
五
年
二
月
二
十
一
日

二
○
○
五
全
板
愛
知
大
会

二
○
○
五
年
に
開
催
予
定

の
全
板
大
会
を
愛
知
県
板
が

受
入
れ
に
至
る
経
緯
に
付
い

て
は
「
愛
板
。
第
三
七
八
号
」

に
掲
載
し
た
。
そ
の
中
で
、

主
催
者
（
全
板
連
）
と
開
催

県
板
の
間
に
立
ち
大
会
を
成

功
に
導
く
役
割
が
全
板
興
業

で
あ
る
と
記
し
た
。

平
成
十
四
年
十
月
二
十
三
日

全
板
興
業
篠
原
社
長
に
来

名
願
い
組
合
会
議
室
に
於
い

て
、
篠
原
社
長
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東

京
本
社
と
名
古
屋
錦
支
店
の

担
当
者
三
名
、
組
合
三
役
、

事
務
局
を
交
え
大
会
日
程
・

大
会
会
場
・
前
夜
祭
会
場
等

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

大
会
日
（
別
項
参
照
）
は

来
賓
に
招
請
を
予
定
し
て
い

る
地
元
県
知
事
、
市
長
、
議

会
議
員
各
位
の
議
会
日
程
や

当
県
板
組
合
事
業
の
関
係
か

ら
五
月
二
十
七
日
を
要
望
。

大
会
会
場
は
愛
知
県
板
が

事
前
に
下
調
べ
し
た
数
ヶ
所

の
中
か
ら
「
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ

な
ど
や
」
（
金
城
埠
頭
）
を
提

案
し
た
。
そ
の
後
「
ポ
ー
ト

メ
ッ
セ
な
ど
や
」
に
全
員
で

愛

雲
″
二
○
○
五

貝
会
」
開
催
鐘

夫子

浜
田
一
徳
氏
、
七
宝
町
町
長

の
条
野
章
氏
、
県
板
理
事
長

の
村
上
章
氏
が
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
た
。

名
南
税
理
士
法
人
代
表
の

佐
藤
澄
男
氏
の
乾
杯
の
音
頭

に
て
祝
宴
に
入
っ
た
。
長
谷

川
氏
は
奥
様
と
共
に
各
テ
ー

ブ
ル
を
回
ら
れ
、
出
席
者
よ

り
祝
福
の
言
葉
を
か
け
ら
れ

て
い
た
。

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
も

と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
民
謡

と
日
本
舞
踊
が
入
り
、
会
場

内
は
い
っ
そ
う
華
や
か
に
な
っ

た
。
賑
や
か
な
宴
も
時
間
の
過

ぎ
る
の
は
早
く
、
万
歳
三
唱

に
つ
づ
き
県
板
副
理
事
長
の

高
柳
氏
の
閉
会
の
辞
に
て
終

宴
と
な
っ
た
。

板移
動
し
会
場
の
規
模
、
位
置

関
係
を
確
認
の
後
申
し
分
な

し
の
内
諾
を
得
た
。

予
定
会
場
は
正
面
の
メ
イ

ン
ゲ
ー
ト
を
入
っ
た
所
に
５

７
３
㎡
の
交
流
セ
ン
タ
ー
が

中
央
に
あ
り
、
そ
の
右
側
に

あ
る
第
二
展
示
館
６
，
５
７
６

㎡
を
機
械
工
具
、
資
材
な
ど

の
展
示
場
に
し
、
中
央
左
側

の
第
三
展
示
館
１
３
，
５
０
０

㎡
の
う
ち
四
分
ノ
ー
を
間
仕

切
り
し
て
大
会
式
典
会
場
に

当
て
る
。

中
央
の
交
流
セ
ン
タ
ー
も

地
元
の
お
土
産
・
物
産
品
や

展
示
物
に
活
用
で
き
る
。
ま

た
建
物
の
位
置
関
係
が
一
直

線
に
あ
る
た
め
使
い
勝
手
が

い
い
し
雨
の
心
配
も
な
い
。

会
場
へ
の
交
通
も
名
古
屋
駅

か
ら
臨
海
高
速
鉄
道
が
開
通

す
る
の
と
第
二
東
名
が
整
備

さ
れ
て
来
る
か
ら
ど
の
交
通

機
関
で
も
利
便
性
は
い
い
。

駐
車
場
も
大
型
車
小
型
車
共

ス
ペ
ー
ス
は
十
分
あ
り
、
駐

車
場
か
ら
会
場
ま
で
の
距
離

も
僅
か
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
横
浜
、
神
戸
、

愛

県
板
副
理
事
長
の
長
谷
川

信
俊
氏
は
多
年
に
わ
た
る
板

金
業
界
の
技
能
向
上
と
後
進

指
導
に
尽
力
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
昨
年
秋
の
叙
勲
に

お
い
て
勲
六
等
単
光
旭
日
章

を
受
章
さ
れ
た
。

そ
の
祝
賀
会
が
２
月
岨
日

に
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ァ
ソ

シ
ア
ホ
テ
ル
に
て
剛
余
名
が

集
い
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

長
谷
川
氏
は
昭
和
記
年
よ

り
愛
知
県
板
金
職
業
訓
練
校

（
現
在
愛
知
県
板
金
技
能
専
門

校
）
の
校
長
に
就
任
し
、
以

後
加
年
間
に
わ
た
り
後
継
者

育
成
に
尽
力
さ
れ
、
幾
多
の

苦
難
を
乗
り
越
え
て
多
く
の

訓
練
生
を
板
金
業
界
に
送
り

出
し
て
い
る
。

定
刻
の
６
時
よ
り
恩
田
副

会
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま

り
、
発
起
人
を
代
表
し
て
愛

知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協

会
の
羽
柴
会
長
が
挨
拶
さ
れ

た
。
来
賓
と
し
て
県
会
議
員
の

難
蛙
雰

＄
響
￥
斑
緯
鷲
愚
鈍
貫
芯
無
§
芯
●
曲
駐
轟
§
§
時
鶏

戎
亡
“
雲
‐
皿
か
り
ｖ
ご
＄
⑭
Ｈ
中
盟
方
‐
、
Ａ
…
点
’
功
ｒ
埴
塔
喜
喜

長
谷
川
信
俊
氏
ｉ

嬢
議
溌
鴛
会

第
一
回
「
実
行
委
員
会
」

全
板
愛
知
大
会
。
実
行
委

員
会
は
財
務
・
運
営
・
企
画

の
第
一
回
合
同
委
員
会
を
開

催
し
た
。

は
じ
め
に
、
村
上
理
事
長

か
ら
委
員
各
位
に
委
嘱
状
を

手
渡
し
た
。

＊
委
嘱
期
間

自
平
成
十
五
年
二
月
二
十
一
日

至
平
成
十
七
年

十
二
月
三
十
一
日

委
員
全
員
が
顔
合
わ
せ
す

る
の
は
初
め
て
の
集
ま
り
で

あ
る
た
め
、
役
割
分
担
な
ど

取
組
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い

な
い
事
も
あ
っ
て
、
各
委
員

会
等
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

た
が
纏
ま
り
の
な
い
も
の
に

終
始
し
た
。
今
後
、
早
急
に

各
委
員
長
、
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

委
員
に
よ
り
財
務
・
運
営
・

企
画
の
三
委
員
会
の
役
割
と

責
任
体
制
を
明
確
に
す
る
こ

と
を
決
め
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
委
員
会
活
動
が
始
動
す

る
。

こ
れ
か
ら
も
各
委
員
会
の

準
備
状
況
な
ど
を
逐
次
掲
載

し
て
大
会
に
向
け
愛
知
県
板

組
合
員
全
体
の
機
運
を
高
め

て
行
き
た
い
と
思
う
。

⑧
斎
藤

〃
ご
意
見
、
要
望
、
提
案
〃

お
寄
せ
下
さ
い
。
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２
月
８
日
出
・
９
日
日
の
両
日
、

全
板
連
・
仙
日
板
協
青
年
部
主
催

の
競
技
大
会
が
、
静
岡
県
富
士
宮

市
の
「
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
」

で
開
催
さ
れ
た
。

愛
知
県
か
ら
は
、
一
月
の
県
大

会
で
代
表
選
手
に
な
っ
た
「
技
能

競
技
の
部
（
Ｚ
Ｉ
Ｃ
）
」
に
砂
塚
耕

二
君
、
北
河
秀
治
君
が
「
建
築
技

術
の
部
（
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｃ
）
」
に
宇
野
勝

義
君
の
３
名
が
出
場
し
、
全
国
の

代
表
選
手
Ｚ
Ｉ
Ｃ
ｕ
名
、
Ｎ
Ｙ
Ａ

Ｃ
ｕ
名
と
共
に
技
を
競
い
あ
っ
た
。

Ｚ
Ｉ
Ｃ
の
課
題
は
、
銅
板
で
菱

形
の
花
器
の
製
作
（
標
準
時
間
・

四
時
間
、
打
切
時
間
・
四
時
間
三

十
分
）
、
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｃ
は
、
築
誕
年

の
平
屋
建
て
在
来
木
造
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
エ
事
で
予
算
内
で
出
来

る
リ
フ
ォ
ー
ム
提
案
書
と
施
工
図

惨
挨
拶
す
る
沼
津
代
表
幹
事

愛
知
県
板
代
表
選
手

右
か
ら
宇
野
勝
義

砂
塚
耕
二

北
河
秀
治

第
盃
回
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会

ロ純

｡

人
が
残
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
裏
の

仕
事
と
し
て
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
は

シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
球
場

内
で
の
商
品
売
買
や
駐
車
場
の
売

上
げ
、
教
育
リ
ー
グ
で
の
野
球
以

外
の
人
間
性
の
教
育
な
ど
に
力
を

入
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

タ
ッ
ク
川
本
氏
は
日
米
の
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
や
雑
誌
な
ど
で
活
躍

中
で
著
書
も
数
多
く
あ
り
、
今
回

「
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
陰
謀
」
「
人

生
に
コ
ー
ル
ド
負
け
は
な
い
」
な

ど
５
巻
ほ
ど
の
即
売
が
行
わ
れ
、

一
時
間
半
が
短
く
感
じ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
席
を
移
し
て
第
三
部

の
懇
親
会
に
入
っ
た
。

出
だ
し
は
西
春
方
面
に
伝
わ
る

沖
村
太
鼓
連
の
皆
さ
ん
に
よ
る
縁

起
の
良
い
奉
納
太
鼓
の
音
と
共
に

開
宴
、
池
田
商
店
会
長
の
乾
杯
の

音
頭
に
よ
り
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
を
交

え
て
の
和
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー
と

な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
恒
例
と
な
っ

た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
後
、
シ
ョ
ー

の
作
成
（
四
時
間
十
五
分
以
内
）

で
し
た
。

初
日
は
受
付
終
了
後
、
開
会
式
・

記
念
写
真
・
各
会
場
に
て
競
技
上

の
事
前
説
明
（
持
参
工
具
の
占
溌
・

注
意
事
項
等
）
が
あ
り
、
開
会
式

に
お
い
て
は
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｃ
の
選
手
代

表
と
し
て
宇
野
勝
義
君
が
選
手
宣

誓
を
し
た
。

二
日
目
は
、
付
添
者
２
名
と
応

援
４
名
が
指
定
の
場
所
か
ら
選
手

を
見
守
る
中
、
朝
８
時
か
ら
競
技

が
開
始
さ
れ
、
Ｚ
Ｉ
Ｃ
会
場
で
は

道
具
に
規
制
が
あ
る
も
の
の
創
意

工
夫
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が
あ

り
、
選
手
そ
れ
ぞ
れ
の
意
気
込
み

を
感
じ
、
両
選
手
と
も
標
準
時
間

内
に
完
成
し
た
。
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｃ
会
場

は
、
競
技
時
間
を
静
寂
に
保
つ
た

め
会
場
内
に
は
入
れ
な
い
が
、
別

義
傍
競
技
風
景

（
Ｚ
ｌ
Ｃ
会
場
）

E』

愛

爵

ド謹蕊蕊

冒翰

い
瀞

＝＝輯

傍
懇
親
会
風
景

㈱
池
田
商
店
の
＄
研
親
会
加
回

記
念
総
会
が
、
２
月
２
日
⑧
に
名

鉄
ニ
ュ
ｉ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

樺
田
隆
一
氏
の
司
会
に
よ
り
始

ま
り
、
ま
ず
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
が
さ

さ
げ
ら
れ
た
。

斉
藤
充
昭
氏
の
開
会
の
辞
に
よ

り
総
会
に
入
り
、
代
表
幹
事
の
沼

淫
啓
二
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
。

議
事
に
入
り
「
ｕ
年
度
事
業
経

過
報
告
」
「
会
計
報
告
」
が
行
わ

れ
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
今
年
は
役
員
改
選
の

年
に
当
た
り
、
柴
田
幸
治
氏
が
新

代
表
幹
事
に
選
出
さ
れ
た
。

又
、
新
幹
事
に
松
代
一
郎
氏
と

今
井
文
夫
氏
が
選
ば
れ
、
柴
田
新

代
表
幹
事
が
挨
拶
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
議
事
は
終
了
し
た
。

続
い
て
池
田
商
店
社
長
、
池
田

隆
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
後
、
メ
ー
カ
ー

商
社
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
東

洋
化
学
㈱
名
古
屋
支
店
・
支
店
長

室
か
ら
選
手
の
背
中
越
し
に
各
自

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
を
秘
め
て

い
る
熱
意
が
伝
わ
り
、
最
後
の
一

分
一
秒
ま
で
競
技
を
し
て
い
た
。

競
技
終
了
後
、
昼
食
を
は
さ
ん

で
開
会
式
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時

の
選
手
の
表
情
は
前
日
の
険
し
い

顔
と
は
う
っ
て
か
わ
り
、
安
堵
感

中
島
康
雄
氏
が
挨
拶
さ
れ
た
。

最
後
に
祝
電
が
披
露
さ
れ
、
岩

田
明
氏
の
閉
会
の
辞
に
よ
り
総
会

一
部
を
終
了
し
、
第
二
部
の
講
演

会
に
入
っ
た
。

講
師
に
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
・
ア

ナ
ハ
イ
ム
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
編
成

部
（
極
東
担
当
）
タ
ッ
ク
川
本
氏

を
招
き
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
華

や
か
さ
に
隠
れ
て
あ
ま
り
聞
く
事

の
出
来
な
い
内
側
の
仕
事
に
つ
い

て
話
し
て
頂
い
た
。

毎
年
、
リ
ー
グ
（
卯
球
団
）
に

は
新
人
が
２
０
０
０
人
（
ド
ラ
フ

ト
－
５
０
０
人
、
ド
ラ
フ
ト
外
５

０
０
人
）
が
ユ
ー
シ
ー
リ
ー
グ
に

入
団
。
こ
の
内
で
メ
ジ
ャ
ー
ま
で

上
が
れ
る
素
質
の
あ
る
人
は
五
つ

の
条
件
を
持
っ
た
者
だ
そ
う
で
す
。

①
ひ
る
ま
な
い
人
、
②
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
な
い
人
、
③
思
っ
て
い

る
事
以
上
の
事
が
出
来
る
人
、
④

自
己
満
足
し
な
い
人
、
⑤
自
分
の

得
た
物
の
一
分
を
社
会
の
た
め
に

使
う
人
。
以
上
の
条
件
を
備
え
た

羅謡群w謡侭』-空、.
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忍
稗
慰
灘
鋒
議
噸

毎
捌
ボ
ー
や
篭
‐
、
溌
域
・
ぞ
．
．
《
癖
鋤
蝿
癖

タ
イ
ム
に
な
り
威
勢
の
良
い
津
軽

三
味
線
の
音
に
よ
っ
て
、
神
谷
茂

良
、
中
野
み
ち
子
、
吉
田
や
す
子

の
三
氏
が
紹
介
さ
れ
た
。
神
谷
茂

良
氏
は
地
元
、
稲
沢
出
身
で
津
軽

三
味
線
に
魅
せ
ら
れ
、
学
生
時
代

か
ら
全
国
大
会
で
活
躍
、
１
９
９

４
年
か
ら
１
９
９
８
年
に
か
け
て

の
津
軽
三
味
線
全
国
大
会
に
す
べ

て
優
勝
、
神
谷
氏
が
主
催
す
る

「
三
味
線
ク
リ
ー
ク
ス
」
の
メ
ン

バ
ー
、
中
野
み
ち
子
さ
ん
と
共
に
、

１
９
９
８
年
フ
ラ
ン
ス
公
演
、
２

０
０
０
年
韓
国
公
演
と
、
現
在
津

軽
民
謡
の
吉
田
や
す
子
さ
ん
を
交

え
て
地
元
名
古
屋
を
拠
点
に
し
活

躍
中
だ
そ
う
で
す
。

軽
快
で
ス
ピ
ー
ド
と
迫
力
の
あ

る
バ
チ
さ
ば
き
は
会
場
一
同
を
魅

了
さ
せ
、
拍
手
喝
采
で
終
了
と
な
っ

た
。
中
締
め
と
し
て
役
員
一
同
、

段
上
に
出
て
平
野
弘
氏
の
三
本
締

め
に
よ
り
＄
研
親
会
第
加
回
総
会

が
終
了
し
た
。

熱
田
・
南
伊
藤

と
や
り
と
げ
た
と
い
う
充
実
感
の

顔
に
変
わ
っ
て
い
た
。
閉
会
式
終

了
後
、
帰
路
に
つ
い
た
。

大
会
中
の
２
日
間
は
、
初
日
の

夜
間
に
雨
が
降
っ
た
く
ら
い
で
、

好
天
に
恵
ま
れ
、
富
士
山
も
雲
に

隠
れ
る
こ
と
な
く
椅
麗
に
見
え
た
。

県
板
青
年
部
宇
野
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Ｚ

蕊

２
月
肥
日
日
、
レ
ク
・
ワ
ー
ル

ド
岡
崎
に
お
い
て
平
成
皿
年
度
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

定
刻
の
午
後
２
時
、
籾
山
副
支

部
長
の
開
会
の
言
葉
で
開
会
さ
れ
、

高
柳
支
部
長
が
一
年
の
総
括
、
鴫

年
に
は
支
部
が
印
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。
優
良
従

業
員
表
彰
で
は
、
久
世
板
金
の
久

世
明
範
君
が
表
彰
さ
れ
た
。

議
案
審
議
は
出
席
者
弱
名
委
任

状
加
名
で
行
わ
れ
、
皿
年
度
事
業

報
告
、
会
計
。
会
計
監
査
報
告
、

焔
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
が

発
表
さ
れ
た
。
今
年
は
役
員
改
選

の
年
で
、
高
柳
支
部
長
の
再
任
の

ほ
か
各
役
員
が
発
表
さ
れ
て
、
す

べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

錘&域

沙
あ
い
さ
つ
す
る
高
柳
支
部
長

謝輔竃
鞄鋸削騨蝶弗hＥ

ｈ

毎
％

一
岡
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崎
義
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毒
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蕊
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蕊
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謹
蓋

蕊
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灘
来
賓
挨
拶
で
は
、
県
板
理
事
長
・

村
上
章
氏
、
岡
崎
技
術
工
学
院
理

事
長
・
山
本
清
氏
、
西
三
板
金
連

合
会
会
長
。
西
俣
章
氏
、
県
板
事

務
局
長
・
青
島
直
幸
氏
が
挨
拶
さ

れ
た
。
続
い
て
、
戸
松
副
支
部
長
に
よ
っ

て
平
成
通
年
度
岡
崎
支
部
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
、
①
全
板
大
会
／
成
功
さ
せ

よ
一
一
○
○
五
年
、
②
地
球
に
や
さ

し
く
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
、
③
一
人

一
件
、
挑
戦
し
よ
う
保
証
事
業
、

④
五
○
周
年
、
未
来
に
つ
な
ご
う

板
金
業
、
が
発
表
さ
れ
閉
会
の
言

葉
で
閉
会
し
た
。

休
憩
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
別
れ

て
「
岡
崎
支
部
の
今
後
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
特
別
討
論
会
で
意
見
交

腸
総
会
風
景

;電§

磯
灘i灘１

球－－t

鰯F錨韓識糠縄も

厳

西
尾
支
部
は
１
月
羽
日
に
西
尾

勤
労
会
館
に
て
総
会
を
開
催
し
た
。

来
賓
と
し
て
村
上
理
事
長
、
西
俣

西
三
板
金
連
合
会
長
、
青
島
県
板

事
務
局
長
が
出
席
さ
れ
た
。

村
松
氏
の
司
会
で
進
行
し
、
議

長
に
杉
浦
氏
が
選
ば
れ
議
事
に
入
っ

た
。
「
ｕ
年
度
事
業
報
告
及
び
会

計
報
告
」
、
「
妬
年
度
予
算
案
」
が

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
新
役
員
の

選
出
に
移
り
次
の
様
に
決
定
し
た
。

支
部
長
稲
吉
一
義

副
支
部
長
鈴
木
恵
司

換
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
ま
と
め

発
表
で
は
、
組
合
員
が
支
部
へ
の

メ
リ
ッ
ト
を
期
待
し
す
ぎ
、
組
合

員
と
非
組
合
員
と
の
差
別
化
、
役

員
の
定
年
制
な
ど
数
多
く
意
見
が

で
た
。
特
に
全
板
新
聞
有
料
化
で

は
、
中
身
を
考
え
て
ほ
し
い
（
広

告
。
表
彰
者
記
事
の
減
少
な
ど
）
と

い
っ
た
意
見
が
多
く
、
広
報
委
員

に
と
っ
て
は
耳
が
い
た
い
意
見
だ
。

特
別
討
論
会
終
了
後
、
例
年
の

如
く
問
屋
を
交
え
て
懇
親
会
に
入

り
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
ゲ
ー
ム
、

意
見
・
雑
談
が
飛
び
交
う
中
、
前

幹
事
長
・
梅
林
氏
の
締
め
に
て
午

後
８
時
閉
会
し
た
。

岡
崎
支
部
に
と
っ
て
は
、
肥
年

の
帥
周
年
事
業
、
脆
全
板
愛
知
大

会
と
ビ
ッ
グ
事
業
が
続
く
。

新
役
員

常
任
相
談
役
内
山
英
臣

籾
山
誠
一

-ｆｑＷ

支
部
長

副
支
部
長

蕊鍵 蔓平震'4年度胸鋳擾金工案組合“金蕊蕊傍
新
役
員
一
同

戸
松
征
孝

沢
田
幸
男

山
本
和
義

一
一
刈
一
釜
一
美
雫
部
蕊
一
雲
謹
謹
雲
蕊
一
謹
一

雲
一
義
我
識
嚢
養
一
蕊
総
謹
雲

西
尾
雲
美
》
部
蕊
蕊
雲
蕊
蕊
塞
蕊
一

雲
嚢
義
灘
嚢
養
雲
総
一
義
芸

Ｉ
爵

久加高

世納柳

明重一

男幸男

【

書
記

幹
事
長

蕊蕊蕊

獅
蝿

総
会
終
了
後
「
香
村
」
に
お
い

て
懇
親
会
を
開
き
、
田
中
屋
、
富

士
商
店
、
角
建
材
の
３
社
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
。

蕊驚

刈
谷
支
部
は
２
月
泌
日
㈲
型
年

度
総
会
を
三
谷
温
泉
「
ホ
テ
ル
海

陽
閣
」
に
て
午
後
３
時
か
ら
開
催

し
た
。組
合
員
別
名
中
総
会
出
席
者
は

過
名
で
あ
っ
た
。

望
月
光
三
氏
の
司
会
に
よ
り
総

会
が
始
ま
り
、
望
月
大
治
支
部
長

の
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
出
席

頂
い
た
西
三
板
金
連
合
会
副
会
長

高
橋
銀
吾
氏
と
問
屋
代
表
の
方
に

選
出
と
な
っ
た
。
次
期
支
部
長
は
、

長
年
副
支
部
長
を
務
め
て
い
る
岩

室
氏
が
適
任
者
と
い
う
こ
と
で
選

出
さ
れ
た
。

全
て
の
議
事
は
活
発
な
意
見
で

審
議
が
な
さ
れ
、
無
事
可
決
承
認

さ
れ
閉
会
と
な
っ
た
。

そ
の
後
は
会
場
を
移
し
、
恒
例

の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
村
上
県
板

理
事
も
到
着
さ
れ
、
午
後
６
時
よ

り
始
ま
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
親
睦
を
深
め
た
。
加
藤

御
挨
拶
を
頂
い
た
。

望
月
支
部
長
が
議
長
を
つ
と
め
、

議
事
の
進
行
と
な
っ
た
。

「
平
成
ｕ
年
度
事
業
報
告
及
び

会
計
報
告
」
が
審
議
さ
れ
承
認
さ

れ
た
。続
い
て
「
技
能
士
会
報
告
」

「
青
年
部
事
業
報
告
」
が
な
さ
れ

た
。
次
に
、
本
年
度
は
役
員
改
選
の

年
に
あ
た
る
た
め
、
次
期
役
員
の

隣
あ
い
さ
つ
す
る
村
上
理
事
長

会
計

会
計
監
査

：
身

会
計
片
山
勝
又
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㈱
一
一
チ
ハ
見
学
会

東
三
支
部
は
、
〃
リ
フ
ォ
ー
ム

フ
ェ
ア
″
と
題
し
て
、
リ
フ
ォ
ー

ム
を
メ
イ
ン
と
し
た
商
品
の
展
示

や
説
明
、
又
実
演
な
ど
の
見
学
会

を
２
月
９
日
㈲
、
豊
橋
総
合
卸
売

セ
ン
タ
ー
協
同
組
合
会
館
に
て
開

催
し
た
。

当
日
は
、
松
下
電
工
・
積
水
化

学
・
日
鉄
鋼
板
・
ト
ス
テ
ム
・
チ
ュ

ォ
ｉ
・
日
本
鉄
板
の
メ
ー
カ
ー
６

社
に
出
店
を
お
願
い
し
、
又
豊
会

（
東
三
と
特
に
付
き
合
い
の
深
い

問
屋
５
社
で
構
成
す
る
会
）
の
協

力
を
得
て
、
午
前
ｎ
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
の
見
学
会
で
あ
っ
た
。

屋
根
材
で
は
、
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト

や
瓦
棒
葺
の
改
修
用
の
商
品
が
、

又
壁
材
で
は
金
属
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

な
ど
が
メ
イ
ン
で
あ
り
、
屋
外
の

駐
車
場
で
は
、
金
属
瓦
な
ど
の
施

工
実
演
会
も
行
っ
た
。

花
粉
症
を
患
う
者
に
は
、
つ
ら

い
季
節
に
な
っ
た
平
成
坊
年
２
月

別
日
㈲
、
愛
知
県
産
業
貿
易
館
西

館
ｎ
階
に
お
い
て
、
恒
例
の
新
春

板
金
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

刈
余
名
の
参
加
者
と
、
数
多
く
の

協
賛
会
社
が
出
席
し
た
。

来
賓
の
方
々
は
、
全
板
興
業
㈱

代
表
取
締
役
篠
原
英
一
氏
、
名
南

経
営
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
代
表
佐

藤
滞
男
氏
、
愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問

屋
会
会
長
池
田
隆
氏
、
愛
知
県
板

金
工
業
組
合
理
事
長
村
上
章
氏
、

同
組
合
事
務
局
長
青
島
直
幸
氏
、

午
後
に
は
衆
議
院
議
員
木
村
隆
秀

氏
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ

た
。
午
前
の
部
は
、
佐
藤
澄
男
氏
に

よ
る
「
今
年
の
景
気
と
経
営
」
に

つ
い
て
の
講
演
で
あ
っ
た
。
先
生

の
見
通
し
で
は
、
肥
年
度
に
は
景

気
が
上
向
く
の
で
は
な
い
か
、
と

,■鋸２髭”死勿耗珍Jj溺妬露巧蛎勿髭曙筋晒晒巧〃Ｉ

レ
セ
ミ
ナ
ー
風
景

第
羽
回

し
会
場
風
景

軸謡』w評

雪

灘灘熱

の
こ
と
。
と
は
い
う
も
の
の
、
各

自
の
努
力
な
し
で
は
向
上
は
あ
り

え
な
い
。
例
え
ば
、
生
産
性
を
高

め
て
デ
フ
レ
と
共
存
す
る
体
制
づ

く
り
、
仕
事
の
巾
を
広
げ
る
努
幸
礼

お
客
様
に
対
す
る
言
葉
使
い
の
勉

強
な
ど
は
不
可
欠
だ
。
良
い
お
手

本
は
宅
配
業
者
で
あ
る
。
マ
ナ
ー

の
良
さ
、
言
葉
使
い
の
良
さ
は
、

大
い
に
見
習
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
さ
に
、
時
代
へ
の
挑
戦
を
し
て

い
か
な
い
と
、
生
き
残
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

昼
の
休
憩
を
は
さ
み
、
午
後
か

ら
は
、
㈱
松
下
電
工
創
研
東
京
営

業
研
修
セ
ン
タ
ー
次
長
三
木
治
成

氏
に
よ
る
「
有
力
板
金
店
様
の
勝

ち
組
リ
フ
ォ
ー
ム
戦
略
の
実
践
」

の
講
演
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
バ
ブ
ル
期
に
建
っ

た
物
件
が
、
＋
猫
洋
壷
蛭
ち
、
リ
フ
ォ
ー

ム
の
需
要
が
多
く
み
こ
ま
れ
る
。

催
福
引
風
景

傍
金
属
瓦
ロ
イ
ヤ
ル
の

実
演
コ
ー
ナ
ー 鴎 EＦ

２
月
辿
日
㈹
、
東
三
板
金
青
年

部
８
名
に
て
、
㈱
一
一
ハ
チ
名
古
屋

工
場
へ
見
学
に
出
掛
け
た
。

名
古
屋
工
場
は
、
７
万
３
千
坪

の
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
生
産
部
・

開
発
部
を
含
め
６
５
０
名
の
社
員

が
従
事
し
て
い
る
。
工
場
で
は
、

生
産
か
ら
塗
装
ま
で
皿
ラ
イ
ン
あ

り
、
４
組
３
交
替
制
で
型
時
間
、

モ
ェ
ン
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
や
屋
根
材

の
パ
ミ
ー
ル
な
ど
を
生
産
し
て
い

る
。
到
着
後
、
小
原
営
業
所
長
か
ら

会
社
概
要
や
業
界
の
話
し
な
ど
を

聞
い
た
後
、
早
速
、
モ
エ
ン
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
Ｍ
の
湿
式
工
法
の
生
産

と
塗
装
の
ラ
イ
ン
を
見
学
し
た
。

ほ
と
ん
ど
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化

さ
れ
て
お
り
、
一
つ
の
ラ
イ
ン
に

は
４
名
程
し
か
携
わ
っ
て
お
ら
ず
、

一
棟
平
均
皿
枚
使
用
す
る
計
算
で

月
一
万
棟
分
の
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
が

一
ラ
イ
ン
で
生
産
で
き
る
そ
う
で

あ
る
。
昼
食
を
と
っ
た
後
、
隣
接
す
る

特
徴
と
し
て
、
内
装
よ
り
外
装
リ

フ
ォ
ー
ム
の
要
望
が
多
く
、
お
客

様
の
年
代
も
印
～
帥
代
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
考
え
ら
れ
る
。
我
々
板
金
屋

は
一
般
的
に
、
技
術
は
高
い
が
、

営
業
力
に
は
乏
し
い
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
踏

ま
え
、
や
り
方
次
第
で
は
、
ま
だ

ま
だ
市
場
は
多
く
、
見
通
し
は
明

‐
Ｉ
１

強

＊

東
三
支
部

青
津
年
癖
部

る
い
と
思
わ
れ
る
。

ど
ち
ら
も
、
発
想
の
転
換
と
、

や
る
気
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ

る
、
大
変
有
意
義
な
講
演
だ
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
締
め
く
く
り
と
し

て
福
引
大
会
が
あ
り
、
協
賛
会
社

提
供
の
賞
品
が
多
数
当
た
り
、
皆

さ
ん
、
満
面
の
笑
み
で
帰
路
に
着

い
た
。
知
多
岡
戸

･勺雪画■

し
勉
強
会
終
了
後
記
念
撮
影

黙

今
回
、
各
メ
ー
カ
ー
・
問
屋
他

よ
り
景
品
の
協
力
を
頂
い
て
の
福

引
、
子
供
に
は
お
菓
子
の
つ
か
み

取
り
、
先
着
血
名
様
に
は
昼
食
提

供
な
ど
、
色
々
計
画
し
、
集
客
を

計
っ
た
も
の
の
、
来
場
者
は
予
想

を
下
回
り
、
主
催
者
側
と
し
て
、

多
少
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
「
情
報
化
社
会
」
と
言
わ
れ
久

し
い
昨
今
に
お
い
て
も
、
ま
だ
ま

だ
意
識
の
低
い
板
金
業
者
も
存
在

す
る
証
し
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、

会
場
に
足
を
運
び
、
新
し
い
商
品

の
説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
少

し
で
も
情
報
や
技
術
を
自
分
の
も

の
と
し
て
取
り
込
も
う
と
い
う
意

欲
的
な
業
者
と
は
、
今
後
歴
然
と

差
が
表
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

東
三
松
浦

愛

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
見
学
し
、
そ
の

後
、
場
所
を
研
修
セ
ン
タ
ー
に
移

し
、
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
標
準
施
工

方
法
や
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
に
つ
い

て
の
勉
強
会
を
、
２
時
間
み
っ
ち

り
行
っ
た
。

我
々
が
普
段
何
げ
な
く
現
場
で

扱
っ
て
い
る
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
が
、

ど
の
様
に
生
産
さ
れ
、
又
生
産
方

法
も
、
湿
式
、
乾
式
認
押
し
出
し

と
３
方
法
も
あ
る
事
な
ど
、
興
味

深
い
内
容
ば
か
り
で
、
業
界
シ
ェ

ア
３
割
強
の
㈱
ニ
チ
ハ
の
見
学
は
、

大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

東
三
松
浦I職

智も

除
湿
蕊
隷

師’

ｆ

；、

角撫
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西
支
部
泌
日
定
例
支
部
会
咽
名

・
開
全
板
愛
知
大
会
に
つ

い
て

・
水
た
ま
く
ん
組
合
斡
旋

に
つ
い
て

中
村
支
部
晦
日
役
員
会
５
名

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

昭
和
支
部

過
日
支
部
会

し
た
が
結
果
は
棚
位
で
、
飛
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
《
去
年
の
大

会
で
も
そ
う
で
し
た
が
、
そ
の
前

の
年
ま
で
お
母
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ

れ
て
い
た
子
が
今
年
は
重
い
ボ
ー

リ
ン
グ
の
ボ
ー
ル
を
一
生
懸
命
投

げ
て
い
た
こ
と
で
回
数
を
重
ね
る

と
い
ろ
ん
な
事
が
見
え
て
く
る
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。
》
と
と
も
に

自
分
の
年
齢
に
ハ
タ
と
気
ず
か
さ

れ
る
事
で
し
た
。

組
合
企
画
委
員
会
（
鈴
木
昭
人

氏
。
杉
浦
一
義
氏
）
の
設
営
、
健

闘
に
よ
り
多
数
の
組
合
員
さ
ん
に

参
加
を
い
た
だ
き
、
横
山
興
業
㈱

（
問
屋
）
様
も
た
く
さ
ん
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
賞

豊
田
支
部
は
去
る
２
月
躯
日
⑯

豊
田
市
元
町
の
美
烏
里
ポ
ー
ル
に

於
い
て
恒
例
の
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
肥
事
業
所
。
師
人
で

し
た
。
ゲ
ー
ム
は
午
後
７
時
に
ス

タ
ー
ト
し
２
ゲ
ー
ム
の
ト
ー
タ
ル

ピ
ン
で
順
位
を
争
い
ま
し
た
。
ゲ
ー

ム
終
了
後
、
場
所
を
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
に
移
し
て
表
彰
式
を
行

い
男
性
の
部
１
位
福
田
益
雄
氏

（
福
田
板
金
）
、
女
性
の
部
１
位
赤

池
と
し
え
さ
ん
（
赤
池
板
金
）
、

子
供
の
部
１
位
中
根
り
ょ
う
君

（
中
根
板
金
）
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
私
も
、
家
族
と
い
っ

し
ょ
に
投
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

ｒ
ｌ
ｌ
ｆ
８
１
１
１
１
Ｉ
１
１
１
１
３
３
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
！
Ⅱ
８
８
１
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
Ｈ
Ｉ
Ｉ
１
８
１
１
１
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｌ

『
０
１
１
１
１
１
８
８
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
Ｈ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
０
０
１
０
０
Ｊ

一
般
優
勝

女
性
優
勝

子
供
優
勝

豊
田
支
部

親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

福
田
益
雄
氏

赤
池
と
し
え
さ
ん

中
根
り
ょ
う
く
ん

園
一
匡
辰
閉

「
第
釘
回
全
国
建
築
板
金

業
者
愛
知
大
会
」

こ
れ
が
２
０
０
５
年
（
平
成
Ⅳ

年
）
に
愛
知
で
初
め
て
開
催
す
る
、

い
わ
ゆ
る
全
板
大
会
の
正
式
名
称

で
あ
る
。
こ
の
大
会
の
開
催
日
と

場
所
が
決
定
し
、
第
１
回
実
行
委

員
会
が
先
日
開
か
れ
た
。
い
よ
い

よ
本
格
的
な
準
備
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
。

「
愛
板
」
は
県
板
の
機
関
紙
と

し
て
、
組
合
員
全
員
が
一
致
協
力

し
て
愛
知
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
、

と
い
う
ム
ー
ド
を
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
も

全
板
大
会
関
連
の
記
事
を
で
き
る

だ
け
多
く
掲
載
し
た
い
。

前
述
の
正
式
名
称
は
長
す
ぎ
る

の
で
、
今
回
の
号
よ
り
「
価
全
板

愛
知
大
会
」
と
略
し
て
記
す
事
に

す
る
。大

会
ま
で
あ
と
２
年
３
ヶ
月

２
月
各
支
部
の
動
き

・
支
部
費
値
上
に
つ
い
て

・
全
板
会
館
建
設
負
担
金

に
つ
い
て

瑞
穂
支
部
１
日
定
例
会
姐
名

・
狸
年
度
支
部
総
会
に
つ

い
て

・
新
役
員
選
出
の
件

熱
田
南
支
部

即
日
定
例
会

緑
支
部
肥
・
田
日
・
平
成
魁
年
度
決
算
総
会

応
年
度
新
役
員
選
出

（
ホ
テ
ル
小
野
浦
）

瀬
戸
支
部

２
．
３
日
・
伊
勢
方
面
一
泊
旅
行７
名

春
日
井
支
部

８
日
月
例
会
岨
名

・
予
定
行
事
打
合
せ

津
島
支
部
５
日
定
例
会
旭
名

西
春
支
部

肥
。
Ⅳ
日支
部
総
会
犯
名

・
皿
年
度
事
業
報
告

・
胴
年
度
事
業
報
告

岡
崎
支
部

５
日
青
年
部
役
員
会
９
名

・
通
常
総
会
及
び
新
役
員

に
つ
い
て

羽
日
皿
年
度
通
常
総
会

碧
南
支
部

型
日
青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
如
名

隣
表
彰
式

刈
谷
支
部

３
日
定
例
会
肥
名

・
支
部
総
会
に
つ
い
て

鴎
・
型
日支
部
総
会
肥
名

・
役
員
改
選

・
事
業
、
会
計
報
告

（
ホ
テ
ル
海
陽
閣
）

豊
田
支
部

８
日
役
員
。
班
長
会
Ⅳ
名

・
第
靭
回
総
会
の
件

躯
日
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
師
名

西
尾
支
部

肥
日
役
員
会
旧
名

・
理
事
会
報
告

知
多
支
部

５
・
旭
日青
年
部
パ
ソ
コ
ン
勉
強

会
岨
名

７
日
役
員
会
７
名

・
総
会
打
合
せ

泌
日
理
事
会
岨
名

東
三
支
部
４
日
定
例
会
肥
名

９
日
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ェ
ア

狸
日
青
年
部
勉
強
会
８
名

・
㈱
一
一
チ
ハ
見
学

咽
日
青
年
部
役
員
慰
労
会９
名

妬
日
三
役
会
６
名

県
板
青
年
部

２
日
第
５
回
幹
事
会
叫
名

・
全
国
建
築
板
金
競
技
大

今
云
に
つ
い
て

・
第
型
回
通
常
総
会
に
つ

い
て

二
月
二
十
五
日
㈹
晴

三
八
○
号
編
集
委
員
会

広
報
委
員
五
名
出
席

午
後
五
時
半
終
了
高
橋

し
表
彰
式
会
場
風
景

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

品
も
盛
り
沢
山
（
恒
例
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
多
い
こ
と
）
で

し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
全
員
が
楽

し
ま
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

豊
田
松
井


